
文部科学大臣杯（申請中） 

平成 29 年度 全日本大学レスリンググレコローマンスタイル選手権大会 大会要項 

 

主 催 全日本学生レスリング連盟   

共 催 公益財団法人日本レスリング協会  

後 援 スポーツ庁（申請中） 

主 管 東日本学生レスリング連盟 

期 日 平成 29年１０月 21 日（土）・22日（日）〈２日間〉 

会 場 トッケイセキュリティ平塚総合体育館 

    〒254-0074 平塚市大原 1-1電話 0463-35-2255 

 

競技内容  

1.スタイル グレコローマンスタイル 

2.階級   59 ㎏・66㎏・71 ㎏・75㎏・80㎏・85 ㎏・98㎏・130㎏ 

3.ルール  ＵＷＷルール（一部学生レスリング連盟ルールを適用） 

4.団体順位 個人戦を行い、個人戦の順位をポイントに換算し大学間の順位を競う 

順位 1 位 2 位 3 位 3 位 5 位 5 位 7 位 8 位 

得点 12 9 6 6 3.5 3.5 2 1 

※得点が同じ場合の順位決定方法 

①合計得点が同点の場合は、上位入賞者の多い大学を上位とする。 

（1 位入賞者が同数の場合は、2 位入賞者の多い大学を上位とする。） 

②「①」が同じ場合は、その大学参加者のフォール数が多い大学を上位とする。 

③「①」「②」が同じ場合は、その大学の参加者の技術ポイントの多い大学を上位とする。 

 

5.大会日程  

①計量 平成 29年 10月 20 日（金）・21日（土） 

※申込と異なる階級での計量は認めない。 

②試合 下記表を参照し実施日に注意をすること 

10 月 20日（金） 10 月 21日（土） 10 月 22 日（日） 

計量・抽選 

16：00～ 

 

59・71・80・98・130 ㎏ 

〈トッケイセキュリティ平塚総合体育館〉 

開会式 10：00～ 

試 合 10：30～ 

59・71・80・98・130 ㎏ 

〈トッケイセキュリティ平塚総合体育館〉 

試 合 10：00～ 

66・75・85㎏ 

 

表彰式（全階級） 

閉会式 

〈トッケイセキュリティ平塚総合体育館〉 

計量・抽選 

16：00～ 

〈トッケイセキュリティ平塚総合体育館〉 

66・75・85 ㎏ 

③組合せ 計量時に抽選を行い組合せを決定する。なお、シード権は設けない。 

 

6.審判員   

日本レスリング協会公認審判員および全日本学生レスリング連盟が指定する審判員 

 

7.参加資格  

①平成 29 年度日本レスリング協会登録が完了している者 

②平成 29 年度全日本学生レスリング連盟（東・西）の登録が完了している者 



8.参加申込  

①参加費    1階級 4,000 円（4,000 円×出場階級数） 

②エントリー  1クラス正・副選手各 1 名エントリーできる 

振込先 

銀行名  三井住友銀行 店名 生田支店（店番841）  

預金種目 普通預金 

口座番号 1487236 

口座名義 東日本学生レスリング連盟代表 多賀恒雄 

※振込みの際は各大学にて取りまとめ、大学名を頭に責任者名で振込んでください。 

※参加費の納入は９月26日（火）までとします。 

参加申込 

別紙参加申込書に必要事項を入力・記入しE－Mailに申込書を添付し提出すること。 

9月26日（火）厳守 

申込書提出先 gr2017hiratsuka@gmail.com（東洋大学 市橋敏之まで） 

      

9.表彰    

①1 位の大学には文部科学大臣杯および文部科学大臣賞状を授与する（申請中） 

②各階級 1位から 3位の選手にメダルを授与する 

③各階級 1位から 8位の大学と選手に賞状を授与する 

④個人賞として、最優秀選手賞・敢闘賞・最優秀監督賞を授与する 

 

10.その他   

①参加選手は、計量時に学生証または「ＩＤカード」（東日本学生レスリング連盟）・「選手手帳」（西日

本学生レスリング連盟）を持参してください。 

②参加選手は、必ず赤と青のシングレットを使用すること。 

※（JAPAN・NIPPON・日の丸等の付いたシングレットは、使用することができない。） 

③参加選手は、スポーツ傷害保険に加入し（厳守）健康保険証を持参すること。主催者は応急手当を行

うが以後の責任は負わない。 

④競技場内施設の使用は、ゴミ等の処理は各大学が責任をもって行うこと。また、競技場内でのマナー

等には十分気をつけ、観覧者に対して迷惑をかけないようにすること。 

 

＊東日本学生レスリング連盟に加盟する大学は大会のマット補助員を２名帯同すること。 

 

【ドーピング検査について】 

（1）本（選手権）大会は、日本ドーピング防止規程に基づくドーピング検査対象大会である。 

  本大会参加者は、大会にエントリーした時点で日本ドーピング防止規程に従い、ドーピング検査を

受けることに同意したとみなす。 

（2）平成 27年度から大会参加者が未成年者の場合には、「親権者からの同意書」の提出が必要となり

ました。（この同意書は、一度提出することで、二十歳まで有効となります） 

  本大会参加者が未成年者である場合、上記のドーピング検査の実施について 「親権者からの同意

書」の提出が必要です。未提出の参加者は、別紙、同意書を参加申込時に提出すること。 

（3）本大会参加者は、本大会において行われるドーピング検査を拒否又は回避した場合、検査員の指

示に従わない場合、帰路の移動等個人的諸事情によりドーピング検査手続きを完了することができな

かった場合等は、ドーピング防止規則違反となる可能性がある。 

  ドーピング防止規則違反と判断された場合には、日本ドーピング防止規程に基づき制裁等を受ける

ことになるので留意すること。 

（4）日本ドーピング防止規程の詳細内容およびドーピング検査については、公益財団法人日本アンチ・

ドーピング機構のウェブサイト（http://www.playtruejapan.org）にて確認すること。 


